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厚
生
労
働
省
が
九
月
二
五
日
に
と
り
ま
と

め
た
平
成
二
五
年「
若
年
者
雇
用
実
態
調
査
」

に
よ
る
と
、
若
年
正
社
員
を
採
用
し
た
事
業

所
は
選
考
に
あ
た
り
、「
職
業
意
識
・
勤
労
意

欲
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
を
重
視
す
る
と
の
回
答
割
合

が
高
く
、
積
極
性
や
組
織
の
中
で
仕
事
が
で

き
る
能
力
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

調
査
は
、
事
業
所
に
お
け
る
若
年
労
働
者

の
雇
用
状
況
、
若
年
労
働
者
の
就
業
に
関
す

る
意
識
な
ど
若
年
者
の
雇
用
実
態
に
つ
い
て
、

事
業
所
、
労
働
者
の
双
方
か
ら
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
。
五
人
以
上
の
常
用
労
働

者
を
雇
用
す
る
一
万
六
六
○
七
事
業
所
と
、

そ
こ
で
働
く
二
万
四
二
四
五
人
の
若
年
労
働

者
（
一
五
―
三
四
歳
）
を
対
象
に
、
二
○
一

三
年
一
○
月
一
日
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

有
効
回
答
率
は
、事
業
所
で
六
一
・
九
％
（
有

効
回
答
数
一
万
二
八
三
事
業
所
）、
個
人
で

六
五
・
九
％
（
同
一
万
五
九
八
六
人
）
と
な
っ

た
。
な
お
、
今
回
か
ら
、
民
営
事
業
所
に
加

え
、
官
公
営
の
事
業
所
も
調
査
対
象
に
加
え

た
こ
と
か
ら
、
前
回(

二
○
○
九
年)

と
の

比
較
は
、
五
人
以
上
の
民
営
事
業
所
が
対
象

と
な
る
。

 

事
業
所
調
査

　

二
○
一
三
年
一
○
月
一
日
現
在
、
若
年
労

働
者
が
就
業
し
て
い
る
事
業
所
の
割
合
は
八

○
・
七
％
と
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
（
複
数
回

答
）
は
、「
若
年
正
社
員
が
い
る
」（
六
九
・

一
％
）、「
正
社
員
以
外
の
若
年
労
働
者
が
い

る
」（
四
○
・
九
％
）
と
な
っ
た
。

　
「
若
年
正
社
員
が
い
る
」
事
業
所
を
産
業

別
に
み
る
と
、「
金
融
業
、
保
険
業｣(

八
六
・

八
％)

が
も
っ
と
も
高
く
、
以
下
、「
情
報
通

信
業
」（
八
五
・
一
％
）、「
複
合
サ
ー
ビ
ス
業
」

（
八
○
・
九
％
）
が
続
く
。
一
方
、「
正
社
員

以
外
の
若
年
労
働
者
が
い
る
」
事
業
所
を
み

る
と
、
多
い
順
に
、「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
」（
六
九
・
一
％
）、「
教
育
、
学
習
支
援

業
」（
六
○
・
二
％
）、「
卸
売
業
、
小
売
業
」（
四

九
・
○
％
）
と
な
る
。

　

規
模
別
に
み
る
と
、
三
○
人
以
上
の
各
事

業
所
規
模
に
お
い
て「
若
年
労
働
者
が
い
る
」

事
業
所
が
九
割
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、

「
五
―
二
九
人
」（
七
七
・
六
％
）
で
は
八
割

弱
に
と
ど
ま
る
。

　

五
人
以
上
の
民
営
事
業
所
に
つ
い
て
、
前

回
調
査
（
二
○
○
九
年
）
と
比
べ
る
と
、「
若

年
労
働
者
が
い
る
」
事
業
所
は
、「
若
年
正
社

員
が
い
る
」
事
業
所
（
前
回
七
一
・
四
％
→

今
回
六
八
・
九
％
）、「
正
社
員
以
外
の
若
年

労
働
者
が
い
る
」
事
業
所
（
同
四
四
・
八
％

→
同
四
○
・
三
％
）
と
も
に
低
下
し
て
い
る
。

職
業
意
識
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
重
視

　

今
回
調
査
で
は
、
若
年
正
社
員
の
採
用
選

考
を
し
た
事
業
所
に
対
し
、重
視
し
た
点（
複

数
回
答
）
に
つ
い
て
も
新
た
に
尋
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
規
学
卒
者
、
中
途
採
用
者

と
も
、「
職
業
意
識
・
勤
労
意
欲
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
」
が
そ
れ
ぞ
れ
八
二
・
九
％
、
七
四
・

七
％
で
ト
ッ
プ
。
以
下
、
新
卒
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」（
六
七
・
○
％
）、「
マ

ナ
ー
・
社
会
常
識
」（
六
三
・
八
％
）、「
組
織

へ
の
適
応
性
」（
五
四
・
○
％
）、「
体
力
・
ス

ト
レ
ス
耐
性
」（
三
五
・
三
％
）
の
順
と
な
る
。

　

一
方
、
中
途
採
用
で
は
、「
マ
ナ
ー
・
社
会

常
識
」（
六
一
・
八
％
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」（
五
五
・
○
％
）、「
組
織
へ
の
適
応

性
」（
五
三
・
六
％
）、「
業
務
に
役
立
つ
職
業

経
験
・
訓
練
経
験
」（
三
七
・
九
％
）、「
業
務

に
役
立
つ
専
門
知
識
や
技
能
（
資
格
・
免
許

や
語
学
力
）」（
三
六
・
九
％
）
が
並
ん
だ
。

若
年
正
社
員
は
長
期
的
な
教
育
訓
練

で
育
成

　

若
年
者
の
育
成
方
針
に
つ
い
て
は
、
若
年

正
社
員
で
は
、「
長
期
的
な
教
育
訓
練
等
で
人

材
育
成
す
る
」
事
業
所
割
合
（
五
一
・
七
％
）

が
も
っ
と
も
高
く
、
正
社
員
以
外
の
若
年
労

働
者
は
、「
短
期
的
に
研
修
等
で
人
材
育
成
す

る
」
事
業
所
割
合
（
三
八
・
三
％
）
が
も
っ

と
も
高
く
な
っ
た
。

　

若
年
正
社
員
の
育
成
方
法
（
複
数
回
答
）

は
、
新
規
学
卒
者
で
は
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」（
六
七
・

六
％
）、「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
」（
三
七
・
五
％
）、

「
自
己
啓
発
支
援
」（
三
四
・
九
％
）
の
順
と

な
り
、中
途
採
用
者
で
は
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」（
六
三
・

二
％
）、「
自
己
啓
発
支
援
」（
三
○
・
一
％
）、

「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
」（
二
八
・
五
％
）
と
な
る
。

　

一
方
、
正
社
員
以
外
の
若
年
労
働
者
の
育

成
方
針(

複
数
回
答)

に
つ
い
て
は
、「
Ｏ
Ｊ

Ｔ
」（
六
○
・
三
％
）、「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
」（
一

九
・
一
％
）、「
自
己
啓
発
支
援
」（
一
七
・
八
％
）

と
な
る
。

半
数
近
く
の
事
業
所
に 

正
社
員
転
換
制
度
が

　

今
回
調
査
で
は
、
正
社
員
転
換
制
度
の
有

無
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
尋
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、「
制
度
あ
り
」事
業
所（
四
八
・

三
％
）、「
制
度
な
し
」事
業
所（
四
五
・
六
％
）

と
な
り
、
半
数
近
く
の
事
業
所
に
は
正
社
員

転
換
制
度
が
あ
る
模
様
だ
。「
制
度
あ
り
」

に
つ
い
て
は
、「
複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業
」（
七

四
・
○
％
）、「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」

（
六
三
・
八
％
）、「
金
融
業
、保
険
業
」（
六
三
・

五
％
）
で
高
く
な
る
。

　

一
方
、
正
社
員
転
換
の
実
績
に
つ
い
て
は
、

過
去
三
年
間
（
二
○
一
○
年
一
○
月
―
二
○

一
三
年
九
月
）
に
正
社
員
以
外
の
若
年
労
働

者
が
い
た
事
業
所（
転
換
制
度
な
し
を
含
む
）

の
う
ち
、正
社
員
以
外
の
若
年
労
働
者
を「
正

社
員
転
換
し
た
」事
業
所
割
合
は
四
六
・
六
％

と
な
っ
た
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
、
娯
楽
業
」（
六
六
・
四
％
）、「
情
報
通
信

業
」（
五
七
・
七
％
）、「
運
輸
業
、
郵
便
業
」（
五

三
・
七
％
）、「
医
療
・
福
祉
」（
五
三
・
二
％
）

で
高
く
な
る
。
規
模
別
で
み
る
と
、
規
模
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
、「
正
社
員
転
換
し
た
」
事

業
所
割
合
は
高
く
な
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

若
年
雇
用

2

採
用
選
考
で
は
積
極
性
や
組
織
の
中
で
仕
事
が
で
き
る
能
力
を
重
視
―
―
厚
労
省
調
査
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職
場
定
着
に
向
け
て
意
思
疎
通
の 

向
上
を

　

職
場
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
若
年
正
社
員
の
「
定
着
の
た
め
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
」事
業
所
割
合
は
七
○
・
五
％
、

正
社
員
以
外
の
若
年
労
働
者
の
「
定
着
の
た

め
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
」
事
業
所
割
合
は

五
四
・
二
％
と
な
っ
た
。

　

取
り
組
み
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、
正
社

員
、
正
社
員
以
外
と
も
、「
職
場
で
の
意
思
疎

通
の
向
上
」
が
五
九
・
五
％
、
五
九
・
二
％

と
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
。
以
下
、
正
社
員
で
は
、

「
本
人
の
能
力
・
適
性
に
あ
っ
た
配
置
」（
五

四
・
○
％
）、「
教
育
訓
練
の
実
施
・
援
助
」（
五

一
・
六
％
）
の
順
と
な
る
。
正
社
員
以
外
で

は
、「
採
用
前
の
詳
細
な
説
明
・
情
報
提
供
」

（
四
九
・
六
％
）、「
本
人
の
能
力
・
適
性
に
あ
っ

た
配
置
」（
四
七
・
五
％
）
が
続
く
。

 

個
人
調
査

　

一
方
、
個
人
調
査
を
み
る
と
、
在
学
し
て

い
な
い
若
年
労
働
者
の
う
ち
、「
正
社
員
」
割

合
は
六
八
・
二
％
、「
正
社
員
以
外
の
労
働
者
」

割
合
は
三
一
・
八
％
と
な
っ
た
。

　

性
別
で
み
る
と
、
男
性
で
は
、「
正
社
員
」

割
合
が
七
九
・
六
％
と
な
り
、
年
齢
が
あ
が

る
ほ
ど
「
正
社
員
」
割
合
が
上
昇
す
る
。
一

方
、女
性
は
、「
正
社
員
」
割
合
が
五
六
・
○
％

と
な
り
、「
二
○
―
二
四
歳
」（
六
三
・
一
％
）

を
ピ
ー
ク
に
、
年
齢
が
あ
が
る
ほ
ど
、
そ
の

割
合
は
低
下
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
最
終
学
歴

別
に
「
正
社
員
」
割
合
を
み
る
と
、中
卒
（
三

七
・
五
％
）、
高
卒
（
五
七
・
一
％
）、
高
専
・

短
大
卒（
六
○
・
二
％
）、大
卒（
七
九
・
六
％
）

と
な
り
、学
歴
が
高
く
な
る
ほ
ど
、「
正
社
員
」

割
合
が
高
く
な
る
。

正
社
員
以
外
の
三
割
が 

主
た
る
稼
ぎ
手
と
し
て
働
く

　

若
年
者
が
働
く
理
由（
三
つ
ま
で
）は
、「
主

た
る
稼
ぎ
手
と
し
て
生
活
を
維
持
す
る
た

め
」（
四
九
・
三
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
以

下
、「
自
分
の
学
費
や
娯
楽
費
を
稼
ぐ
た
め
」

（
三
九
・
○
％
）、「
主
た
る
稼
ぎ
手
で
は
な

い
が
生
活
を
維
持
す
る
た
め
」（
三
三
・
○
％
）

が
続
い
た
。

　

年
齢
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
、
一
五
―

二
四
歳
各
層
で
は
「
自
分
の
学
費
や
娯
楽
費

を
稼
ぐ
た
め
」
が
も
っ
と
も
多
く
な
る
一
方
、

そ
れ
よ
り
上
で
は
、
男
性
は
「
主
た
る
稼
ぎ

手
と
し
て
生
活
を
維
持
す
る
た
め
」
が
「
二

五
―
二
九
歳
」（
六
八
・
八
％
）、「
三
○
―
三

四
歳
」（
八
二
・
二
％
）
で
最
多
、女
性
は
、「
主

た
る
稼
ぎ
手
で
は
な
い
が
生
活
を
維
持
す
る

た
め
」
が
「
二
五
―
二
九
歳
」（
五
一
・
七
％
）、

「
三
○
―
三
四
歳
」（
五
三
・
○
％
）
と
も
っ

と
も
高
く
な
る
。

　

雇
用
形
態
別
で
み
る
と
、
正
社
員
で
は
、

「
主
た
る
稼
ぎ
手
と
し
て
生
活
を
維
持
す
る

た
め
」（
五
九
・
九
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
、

「
主
た
る
稼
ぎ
手
で
は
な
い
が
生
活
を
維
持

す
る
た
め
」（
四
一
・
二
％
）が
そ
れ
ぞ
れ
も
っ

と
も
高
く
な
っ
た
が
、
正
社
員
以
外
に
つ
い

て
は
、「
主
た
る
稼
ぎ
手
と
し
て
生
活
を
維
持

す
る
た
め
」（
三
○
・
七
％
）
と
の
回
答
割
合

が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

男
性
正
社
員
の
賃
金
は 

二
〇
～
二
五
万
円
未
満
が
最
多

　

二
○
一
三
年
九
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
総

額
（
一
時
金
除
く
）
は
、
正
社
員
で
は｢

二

○
―
二
五
万
円
未
満｣

（
三
三
・
一
％
）、

正
社
員
以
外
で
は
「
一
○
―
一
五
万
円
未

満
」（
二
八
・
八
％
）
が
も
っ
と
も
高
く
な
る
。

性
別
で
は
、
男
性
正
社
員
は
「
二
○
万
―
二

五
万
円
未
満
」（
三
四
・
二
％
）、
女
性
正
社

員
は
「
一
五
万
―
二
○
万
円
未
満
」（
三
五
・

七
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
男
女
と
も
「
一

○
万
―
一
五
万
円
未
満
」が
そ
れ
ぞ
れ
二
五
・

七
％
、
三
○
・
五
％
と
最
多
と
な
る
。

　

一
方
、
九
月
の
最
終
週
（
九
月
二
四
日
―

三
○
日
）
の
実
労
働
時
間
数
を
み
る
と
、
正

社
員
で
は「
四
○
―
四
五
時
間
未
満
」（
三
一
・

七
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
「
三
五
―
四
○

時
間
未
満
」（
二
二
・
二
％
）
と
も
っ
と
も
高

く
な
る
。性
別
で
は
、男
女
正
社
員
と
も
、「
四

○
―
四
五
時
間
未
満
」
が
そ
れ
ぞ
れ
二
八
・

六
％
、
三
六
・
二
％
と
最
多
と
な
る
も
の
の
、

男
性
正
社
員
は
、「
四
五
―
五
〇
時
間
未
満
」

（
二
三
・
一
％
）、「
五
〇
―
六
〇
時
間
未
満
」

（
一
七
・
九
％
）
が
続
き
、
女
性
正
社
員
は

「
三
五
―
四
〇
時
間
未
満
」（
二
〇
・
三
％
）、

「
四
五
―
五
〇
時
間
未
満
」（
一
八
・
四
％
）

が
続
く
。

高
学
歴
ほ
ど
高
ま
る
初
職
継
続
割
合

　

一
方
、
在
学
し
て
い
な
い
若
年
労
働
者
が

初
め
て
勤
務
し
た
会
社
で
現
在
も
働
い
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
勤
務
し
て
い

る
」（
五
一
・
七
％
）、「
勤
務
し
て
い
な
い
」（
四

七
・
三
％
）
と
な
り
ほ
ぼ
拮
抗
。
性
別
に
み

る
と
、「
勤
務
し
て
い
る
」は
男
性
五
七
・
三
％
、

女
性
四
五
・
七
％
、
最
終
学
歴
別
に
み
る
と
、

概
ね
学
歴
が
高
く
な
る
ほ
ど
、「
勤
務
し
て
い

る
」
割
合
が
高
く
な
る
（
中
卒
一
三
・
七
％
、

高
卒
四
一
・
九
％
、
高
専
・
短
大
卒
四
四
・

八
％
、
大
卒
六
二
・
七
％
）。

　

一
方
、
初
め
て
勤
務
し
た
会
社
を
辞
め
た

若
年
労
働
者
に
在
職
期
間
を
尋
ね
る
と
、
男

女
と
も
「
一
年
―
二
年
未
満
」
が
そ
れ
ぞ
れ

二
一
・
四
％
、
二
一
・
一
％
と
も
っ
と
も
高

く
な
っ
た
。

労
働
時
間
や
休
暇
が
離
職
理
由
の

ト
ッ
プ
に

　

初
め
て
勤
務
し
た
会
社
を
辞
め
た
理
由

（
三
つ
ま
で
）
に
つ
い
て
は
、「
労
働
時
間
・

休
日
・
休
暇
」（
二
二
・
二
％
）、「
人
間
関
係
」

（
一
九
・
六
％
）、「
仕
事
が
合
わ
な
い
」（
一
八
・

八
％
）、「
賃
金
」（
一
八
・
○
％
）
の
順
と
な
る
。

性
別
で
み
る
と
、
男
性
は
、「
労
働
時
間
・
休

日
・
休
暇
」（
二
二
・
七
％
）、「
賃
金
」（
二
二
・

一
％
）、「
仕
事
が
合
わ
な
い
」（
二
二
・
○
％
）、

女
性
は
、「
人
間
関
係
」（
二
二
・
八
％
）、「
労

働
時
間
・
休
日
・
休
暇
」（
二
一
・
八
％
）、「
仕

事
が
合
わ
な
い
」（
一
六
・
一
％
）
の
順
と
な

る
。雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、正
社
員
は
、「
労

働
時
間
・
休
日
・
休
暇
」（
二
四
・
七
％
）、

正
社
員
以
外
で
は
、「
人
間
関
係
」（
二
一
・

○
％
）
が
そ
れ
ぞ
れ
最
多
と
な
っ
た
が
、
退

職
理
由
の
う
ち
、「
結
婚
、
子
育
て
の
た
め
」

（
正
社
員
→
五
・
四
％
、
正
社
員
以
外
→
一

三
・
六
％
）
で
は
、
正
社
員
以
外
で
の
回
答

割
合
が
目
立
っ
た
。

二
人
に
一
人
が
正
社
員
を
希
望

　

一
方
、
正
社
員
以
外
の
在
学
し
て
い
な
い

若
年
労
働
者
に
今
後
の
働
き
方
を
尋
ね
る
と
、

「
正
社
員
と
し
て
働
き
た
い
」（
四
七
・
三
％
）、

「
正
社
員
以
外
の
労
働
者
と
し
て
働
き
た

い
」（
二
八
・
七
％
）、「
独
立
し
て
事
業
を
始

め
た
い
」（
一
・
六
％
）
と
な
り
、
二
人
に
一

人
が
正
社
員
で
の
働
き
方
を
希
望
し
た
。

　

性
別
で
み
る
と
、
男
性
で
は
、「
正
社
員
と

し
て
働
き
た
い
」（
六
二
・
二
％
）、「
正
社
員

以
外
の
労
働
者
と
し
て
働
き
た
い
」（
一
一
・

二
％
）、
女
性
で
は
、「
正
社
員
と
し
て
働
き

た
い
」（
四
○
・
○
％
）、「
正
社
員
以
外
の
労

働
者
と
し
て
働
き
た
い
」（
三
七
・
二
％
）
と

な
っ
た
。�

（
調
査
・
解
析
部
）


